
03 03 04 01 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成28年度の政策評価（政策の概要）

◇平成28年度の政策評価（政策の進捗・課題）

1002120000 市街地整備課 前田　英和 平成 29

政策シート （政策名） 安全・安心な市街地の形成

（作成日）

「分野」 安全・安心・快適

（予算費目名）

H29

市街地整備事業費

7

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

平成29年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

3,142,993

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けてい
る。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

2,358,261

◆基本政策 市民が集う活力ある都市づくり

○交通結節点の機能強化
○密集市街地及び低未利用地のインフラ整備推進など都市基盤の再構築

H28

212,480

H27

政策指標 H29

92

1,958,732
1,935,406

2,571,162 1,630,1282,153,960

89

H28年度 H27

1,431,471

1,157
218,080

474
197,500

H36
目標値

単位

87

421

％ 86 89

％

施行中の土地区画整理事業進捗率
目標
実績
目標
実績

100

100
高塚駅の橋上駅舎化、南北自由通路の

進捗率

＜進捗＞ 計画通り

○交通結節点の機能強化
○密集市街地及び低未利用地のインフラ整備推進など都市基盤の再構築

目標
実績

○上島駅周辺地区は、駅前広場や（都）有玉南中田島線等の整備を進めた。
○高竜地区は、建物移転が完了した。また、（都）砂山線等の整備を進めた。
○高塚駅周辺地区は、土地の先行買収を完了させ、仮換地を指定した。

100
100



03 03 04 01 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

平成29年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

002120000 市街地整備課 7 1

事業費
（千円）

正規
再任用
(31h)

前田　英和 平成

報酬
（千円）

非常勤

人工

91,500

再任用
(26h)

4.4

完
了

29

1
上島駅周辺公共団体区画整

理事業
○

コスト
（千円）

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

590

10,500

122,890

3
高竜地区公共団体区画整理

事業
○

2
上島駅周辺区画整理関連整

備事業

293

7,000 0.5

86,207 3.7

高塚駅橋上化・自由通路整

備事業
○○

112,400

8,9004
高竜地区区画整理関連整備

事業
7,500 0.2

7
高塚駅北公共団体区画整理

事業
○○

○○5

○6
高塚駅橋上化・自由通路整

備関連整備事業

274805,956 5.9○ 847,530

398,9008 組合等区画整理支援事業 ○ 380,000 2.7

20,176 0.120,8769
区画整理地区内水道整備事

業負担金

10 土地区画整理等調査事業

2,168 768 0.2

23,932

1.0

21,132 0.4

11,232 1.0

11 移転者助成事業（補助金）

12 市街地整備運営経費 9.282,032

15

14

13

16

17

18

19

20

21

22

23

24

1,431,471

25

計 1,630,128 27.3 1.01.0 1,157



03 03 04 01 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

（作成日）
002120000 7 1平成29年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
市街地整備課 前田　英和

事業シート （事業名） 上島駅周辺公共団体区画整理事業

平成 29

根拠法令等
総合
戦略

　今後の都市交通計画は、自動車交通を主体とした計画から環境負荷の軽減を配慮した公共交通機関を活用し
た公共交通ネットワークの構築を目指す計画へ移行するため、鉄道駅を含めた地域の特性に応じたまちづくりに
向けて、鉄道線の連続立体交差事業に併せ、土地区画整理事業による都市基盤整備を推進し、地域の活性化、
公共交通の利便性の向上を図る。

・施行者：浜松市、　施行面積：5.7ｈａ、　施行期間：H15からH29、　総事業費：60億円、　減歩率：18.04％

・主な公共施設
　都市計画道路：有玉南中田島線　幅員＝30ｍ　延長＝462ｍ、　下石田細江線　幅員＝27ｍ　延長＝130ｍ
　区画道路：幅員＝5.5m～14ｍ　延長＝715ｍ
　駅前広場：面積＝4,238㎡、　街区公園：　面積＝2,114㎡

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分
重点
戦略

主要
事業

－

事業費(千円)

H15 H29 一般会計 自治事務（法令義務）
都市計画法、土地区画整理

法
○ －

H27

決算
304,307
247,169

57,100

116,446

予算

一般財源

73,623

H28H27

55,041

国・県支出

その他
市債

一般会計繰入金

事業進捗率（％） -

人工

非常勤
再任用(h26)
再任用(h31)

4.4

100
H36

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H31

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

年度

100目標値

H29

約27,200
実績値

目標値 約27,200
27,017(H26実績)

主要な駅、バス停の利用者（千人）

98
実績値

91

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H28H27

97

重点戦略項目No
27、575(H27実績)

総合戦略施策体系

91

約27,200約27,200 約27,200

Ⅲ-4(1)イ

H28

約27,200

H29

H31 H36H29 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H36H31H30年度 H27

年度 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H27 H28 H29

実績値

実績値

目標値

H29H28

4.5

重点戦略項目No

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円)

正規

128
31,500

目標値

590

4.5

91,500

19,250
14,100

31,500
128

58,150

334,007
348,331
160,490
132,800

30,800



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

（担当課）

 ○ 国交付金事業　［決算 291,800千円 （うち前年度繰越額 128,000千円）］
 ○ 単独事業　　　　［決算  56,531千円 （うち前年度繰越額 2,705千円）］

・施行者：浜松市、　施行面積：5.7ｈａ、　施行期間：H15からH29、　総事業費：60億円、　減歩率：18.04％

・主な公共施設
　都市計画道路：有玉南中田島線　幅員＝30ｍ　延長＝462ｍ、　下石田細江線　幅員＝27ｍ　延長＝130ｍ
　区画道路：幅員＝5.5m～14ｍ　延長＝715ｍ
　駅前広場：面積＝4,238㎡、　街区公園：　面積＝2,114㎡

市街地整備課 前田　英和 平成
平成29年度 （責任者）

002120000 29 7
（作成日）（管理番号）

1

事業費

指標の達成度

計画通り

○事業進捗率　97％
○仮換地指定率　100％
○建物移転率　100％（94戸／94戸）
○公共施設整備率（事業費ベース）　92％

大項目 現状 小項目 - 現状 人工 現状

　建物移転交渉を進め、予定していた建物移転補償契約を完了した。
　（都）有玉南中田島線、（都）上島駅停車場線等の公共施設整備を進め、一部供用を開始した。
　戸別訪問や区画整理だよりの発行等を行い、事業への理解協力を図った。

大項目 終了 縮小 人工小項目 - 縮小

　平成29年度の事業完了に向けて、換地処分のための事務手続きを進める。
　事業完了に伴う公共施設の移管、帰属等の手続きを進めるため、関係機関、関係各課との調整を図る。
　事業への理解協力を図るため引き続き説明会や個別訪問、区画整理だよりの発行等を行っていく。

事業費



03 03 04 01 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

H31H28年度

H28年度

実績値

H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値

H27
目標値

H36H29

H28年度 H27
目標値

H29 H30 H31 H36

100

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値 88 99

H31

重点戦略項目No
事業進捗率（％）

H36
目標値 60 99 100
年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 0.4

H28 H29 H30

非常勤

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 2,800 2,800

再任用(h31)

3,500
0.50.4

人件費(報酬等) (千円)

51,010
その他
市債

一般会計繰入金
一般財源 7,850

55,010

7,000

事業費(千円) 予算 36,200 50,170
決算
国・県支出

H27 H28 H29

24,500 4,000

32,350

市街地整備課 前田　英和 平成 29

7,000

道路法 － － －

　上島駅周辺公共団体区画整理事業区域に隣接する都市計画道路や上島46号線をはじめとする市道の拡幅及
びすり付けにより、歩行者スペースの確保やスムーズな交通処理を実現する。

　（都）有玉南中田島線の区域外取合い工事　1式
　地区内区画道路と地区外道路との摺りつけ　1式

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H22 H29 一般会計 自治事務（法令義務）

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 上島駅周辺区画整理関連整備事業

（作成日）
002120000

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工縮小

　平成29年度の事業完了及び事業費の縮減に向けて、効率的な事業推進を図っていく。
　土地区画整理事業の進捗に合わせ、効率的に整備を実施していく。

現状

　（都）有玉南中田島線の取合い整備を実施し、区域内と区域外の道路を一部供用開始した。

　上島駅前広場の一部を供用開始したことにより、鉄道駅との交通結節点機能の向上や良好な市街地形成に寄与し

た。

事業費

大項目 終了

大項目 現状 小項目 現状 人工

縮小

29 7 1前田　英和

事業費

 ○ 単独事業　　　　［決算  55,010千円 （うち前年度繰越額 8,127千円）］

　（都）有玉南中田島線の区域外取合い工事　1式
　地区内区画道路と地区外道路との摺りつけ　1式

指標の達成度

計画通り

小項目

　（都）有玉南中田島線は、地区南側の地区内外にまたがる交差点の工事を完成させた。
　（都）下石田細江線は、地区東側の擦り付け工事を完成させた。

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値 約27,200 約27,200
実績値 H29.4頃確定 H30.4頃確定

約27,200 H29.4頃確定

10 22

H31
主要な駅、バス停の利用者（千人） Ⅲ-4(1)イ

H28年度

60

H28
居住関連施設の立地誘導を図る用途地域の変更（ha）

年度

Ⅲ-4(1)ア

実績値

H30
22
H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値 35

H27
目標値 10 22 22

H36H29

60 90
H28

立地適正化計画の進捗率（％）
年度 H27
目標値 35

H29
Ⅲ-4(1)ア

100
H30 H31 H36

100

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値 95 96

H31

重点戦略項目No
事業進捗率（％）

H36
目標値 94 97 100
年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 4.6

H28 H29 H30
-

非常勤 0.2

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 32,760 29,960

再任用(h31)

25,900

0.2

3.74.2

人件費(報酬等) (千円) 36 188

78,541
その他 59

293

127
市債

21

一般会計繰入金
一般財源 165,584

336,338

86,186

事業費(千円) 予算 356,616 338,815
決算
国・県支出 161,040

H27 H28 H29

125,000 119,400
138,270

451,683

市街地整備課 前田　英和 平成 29

86,207

都市計画法
土地区画整理法

○ － －

　駅南地区の中心として、都心環状線である掛塚雄踏線等の公共施設の整備や良好な都市型住宅・商業施設の
立地を促進し、防災機能を持つ安全で安心できる快適なまちづくりを目指す。

・施行者：浜松市、　施行面積：11.3ha、　施行期間：H9～H29、　総事業費：193億円、　減歩率：21.57％

・主な公共施設：
　都市計画道路　掛塚雄踏線　幅員＝27m　延長＝276m
　　　　　　　　　　　砂山線　幅員＝30m　延長＝294m
　　　　　　　　　　　砂山寺島線　幅員＝20m　延長＝288m
　区画道路　幅員＝6～20m　延長＝2,344m
　特殊道路　幅員＝4～6m 延長＝99m
　公園　面積＝4,000㎡

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H9 H29 一般会計 自治事務（法令義務）

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 高竜地区公共団体区画整理事業

（作成日）
002120000

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工縮小

　平成29年度に予定通り換地処分が行われると、平成30年度以降は清算業務となるため人工の縮小が見込ま
れる。

現状

・平成29年度の換地処分へ向けて、順調に事業が進捗した。
・建物移転が完了し、仮換地の使用収益開始率が100％となった。

事業費

大項目 終了

大項目 現状 小項目 現状 人工

縮小

29 7 1前田　英和

事業費

 ○ 国交付金事業　［決算 251,400千円 （うち前年度繰越額 124,800千円）］
 ○ 単独事業　　　　［決算  85,126千円 （うち前年度繰越額  26,511千円）］

・施行者：浜松市、　施行面積：11.3ｈａ、　施行期間：H9～H29、　総事業費：193億円、　減歩率：21.57％

・主な公共施設：
　都市計画道路　掛塚雄踏線　幅員＝27m　延長＝276m
　　　　　　　　　　　砂山線　幅員＝30m　延長＝294m
　　　　　　　　　　　砂山寺島線　幅員＝20m　延長＝288m
　区画道路　幅員＝6～20m　延長＝2,344m
　特殊道路　幅員＝4～6m 延長＝99m
　公園　面積＝4,000㎡

指標の達成度

計画通り

小項目

○事業進捗率（事業費ベース）　96.21％
○仮換地指定率　100％
○使用収益開始率　100％
○建物移転率　100％（284戸／284戸）
○公共施設整備率（事業費ベース）　94.6％

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 04 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

H31H28年度

0.3

H28年度

実績値

H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値 0.2

H27
目標値

H36H29

1 1
H28

砂山寺島線整備（％）
年度 H27
目標値 0.2

H29
-

3 5 87
H30 H31 H36

100

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値 100

H31

重点戦略項目No
区域に接する既設交差点の改良工事（％）

H36
目標値 100
年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 0.3

H28 H29 H30
-

非常勤

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 2,100 1,400

再任用(h31)

1,400
0.20.2

人件費(報酬等) (千円)

536
その他
市債

一般会計繰入金
一般財源 2,585

4,136

7,500

事業費(千円) 予算 16,000 285
決算
国・県支出

H27 H28 H29

1,400 3,600

3,985

市街地整備課 前田　英和 平成 29

7,500

道路法 － － －

　高竜土地区画整理事業の区域に接する既存道路との取合い整備工事及び有玉南中田島線との交差点に設置
されている地下道を撤去し、平面横断によるバリアフリー化を図る。
　高竜土地区画整理事業の進捗に併せ、すでに開通している龍禅寺雄踏線などの幹線道路をつなぐ道路ネット
ワークを構築するため、浜松駅南口と高竜地区を結ぶ区間の拡幅整備を行う。

　区域に接する既設交差点の改良工事及び既設道路との取合い工事

　都市計画道路　砂山寺島線　　幅員＝20m　延長＝60m

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H21 H32 一般会計 自治事務（法令義務）

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 高竜地区区画整理関連整備事業

（作成日）
002120000

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工現状

砂山寺島線拡幅整備（区域外）の都市計画変更を行う。

現状

都市計画変更に向けて交差点形状の検討を行い公安協議の資料を作成した。

事業費

大項目 現状

大項目 現状 小項目 現状 人工

現状

29 7 1前田　英和

事業費

 ○ 単独事業　　　　［決算  4,136千円 （うち前年度繰越額 3,866千円）］

　区域に接する既設交差点の改良工事及び既設道路との取合い工事

　都市計画道路　砂山寺島線　　幅員＝20m　延長＝60m

指標の達成度

計画通り

小項目

砂山寺島線拡幅整備の事業化に向けて都市計画変更の検討を行い次年度以降の準備を行った。

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 05 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

H31H28年度

27、575(H27実績)

H28年度

実績値

H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値 27,017(H26実績)

H27
目標値

H36H29

約27,200 約27,200
H28

主要な駅、バス停の利用者（千人）
年度 H27
目標値 約27,200

H29

100

Ⅲ-4(1)イ

約27,200 約27,200 約27,200
H30 H31 H36

100

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

100
総合戦略施策体系

実績値 92 100

H31

重点戦略項目No
高塚駅橋上駅舎化、南北自由通路の事業進捗率（％）

H36
目標値 100 100 100
年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 1.4

H28 H29 H30
- 85

非常勤

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 9,800 15,400

再任用(h31)
2.2

人件費(報酬等) (千円)

5,300
その他
市債

一般会計繰入金
一般財源 19,096

112,000事業費(千円) 予算 396,610 156,226
決算
国・県支出 158,597

H27 H28 H29

205,500 67,100
39,600

383,193

市街地整備課 前田　英和 平成 29

都市計画法、道路法 ○ ○ ○

　高塚駅の橋上駅舎化、南北自由通路を設置することで、地域の活性化、公共交通の利便性の向上を図る。

・高塚駅橋上駅舎整備　面積　約610㎡
・南北自由通路整備　延長Ｌ＝約100m
・南口駅前広場　約1900㎡
・南口駐輪場　1箇所
・市道高塚119号線　延長約80m
【重点戦略項目No.85】
高塚駅の橋上駅舎化、南北自由通路設置

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H23 H28 一般会計 自治事務（法令義務）

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 高塚駅橋上化・自由通路整備事業

（作成日）
002120000

【完了】

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工縮小

　道路管理者の施設移管において、適切な維持管理を行っていく。

縮小

　高塚駅南口駅前広場施設の整備において、地域の活性化、円滑な駅利用の促進やユニバーサルデザインの
推進など、公共交通の利便性の向上を図ることができた。

事業費

大項目 終了

大項目 終了 小項目 縮小 人工

縮小

29 7 1前田　英和

事業費

・高塚駅橋上駅舎整備　面積　約610㎡
・南北自由通路整備　延長Ｌ＝約100ｍ
・南口駅前広場　約1900㎡
・南口駐輪場　1箇所
・市道高塚119号線　延長約80ｍ
【重点戦略項目No.85】
高塚駅の橋上駅舎化、南北自由通路設置

指標の達成度

計画通り

小項目

　高塚駅南口駅前広場施設整備を行った。

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 05 年 月 日

◇事業工程表（No.：重点戦略項目No）
H29 

高塚駅橋上化・自由通路整備事業補助シート

85

既存駅舎解体工事
支障物戻し工事
鉄道事業者との工事協
定完了

南口駅前広場施設整備
H27 H28

29 7
（責任者）

市街地整備課
（作成日）

平成29年度 （管理番号）

No.

【完了】

H30

002120000

（事業名）

（担当課）
1前田　英和 平成



03 03 04 01 06 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

H31H28年度

H28年度

実績値

H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値

H27
目標値

H36H29

H28年度 H27
目標値

H29

100

H30 H31 H36

100

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

100
総合戦略施策体系

実績値 71 100

H31

重点戦略項目No
事業進捗率（％）

H36
目標値 70 100 100
年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 0.2

H28 H29 H30
-

非常勤

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 1,400 4,200

再任用(h31)
0.6

人件費(報酬等) (千円)

21,328
その他 3,494
市債

一般会計繰入金
一般財源 514

24,822事業費(千円) 予算 10,800 27,200
決算
国・県支出

H27 H28 H29

8,800

9,314

市街地整備課 前田　英和 平成 29

都市計画法、道路法 － － －

　高塚駅の橋上駅舎化、南北自由通路を設置に関連する暫定北口駅前広場、南口駐輪場、取合い道路等を整
備することで、公共交通の利便性の向上を図る。

・北口暫定駅前広場整備　面積　約3,000㎡
・東側市有地（旧駐在所跡地）の道路整備
・南口市有地整備

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H23 H28 一般会計 自治事務（法令義務）

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 高塚駅橋上化・自由通路整備関連整備事業

（作成日）
002120000

【完了】

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工縮小

　市有地の土地活用において、関係機関と協議を進め、適切な維持管理を図っていく。

縮小

　高塚駅南口駅前広場施設の整備において、地域の活性化、円滑な駅利用の促進やユニバーサルデザインの
推進など、公共交通の利便性の向上を図ることができた。
　また、市有地の整地が完了し、将来の土地活用に向けた条件を整えることができた。

事業費

大項目 終了

大項目 終了 小項目 縮小 人工

縮小

29 7 1前田　英和

事業費

・北口暫定駅前広場整備　面積　約3,000㎡
・東側市有地（旧駐在所跡地）の道路整備
・南口市有地整備

指標の達成度

計画通り

小項目

　高塚駅南口駅前広場施設の取合い道路の整備及び南口市有地の整地を行った。

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 07 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

10 22

H31H28年度

60

H28
居住関連施設の立地誘導を図る用途地域の変更（ha）

年度

Ⅲ-4(1)ア

実績値

H30
22
H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値 35

H27
目標値 10 22 22

H36H29

60 90
H28

立地適正化計画の進捗率（％）
年度 H27
目標値 35

H29
Ⅲ-4(1)ア

100
H30 H31 H36

100

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値 16 60

H31

重点戦略項目No
事業進捗率（％）

H36
目標値 18 60 80 100
年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 4.1

H28 H29 H30
- 85

非常勤

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 28,700 25,900

再任用(h31)

41,300
5.93.7

人件費(報酬等) (千円) 310 105

176,868
その他

274

市債

一般会計繰入金
一般財源 100,946

461,852

343,328

事業費(千円) 予算 375,586 1,145,770
決算
国・県支出 70,256

H27 H28 H29

161,800 134,000 199,500
263,128150,984

333,002

市街地整備課 前田　英和 平成 29

805,956

都市計画法、
土地区画整理法、道路法

○ ○ ○

　都市計画道路上島柏原線から高塚駅北口駅前広場へのアクセス道路整備により交通結節機能の強化を図る
とともに、地域生活拠点にふさわしい健全な市街地の形成を推進する。

【重点戦略項目No.85】
■土地区画整理事業
　　・施行者：浜松市、　施行面積：2.3ｈａ、　施行期間：H26～H30、　事業費：19.7億円、　減歩率：20.69％
　　・主な公共施設： 都市計画道路　高塚駅北通り線　幅員Ｗ＝16ｍ　延長Ｌ＝約198ｍ
　　　　　　　　　　　　　北口駅前広場面積Ａ＝約3700㎡ 、区画道路　幅員＝5～11ｍ　延長＝約605ｍ
■街路事業
　　・施行期間：H26～H30、　事業費：6億円
　　・都市計画道路　高塚駅北通り線　幅員Ｗ＝16～17ｍ　延長Ｌ＝約250ｍ

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H26 H30 一般会計 自治事務（法令義務）

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 高塚駅北公共団体区画整理事業

（作成日）
002120000

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工現状

　平成30年度の事業完了に向けて、予算を確保し、効率的に整備を実施していく。

現状

　物件移転及び道路築造等を行い、順調に事業が進捗している。

事業費

大項目 現状

大項目 現状 小項目 現状 人工

現状

29 7 1前田　英和

事業費

 ○ 国交付金事業　［決算 282,138千円 （うち前年度繰越額 8,820千円）］
 ○ 単独事業　　　　［決算 179,714千円 （うち前年度繰越額  15,977千円）］

【重点戦略項目No.85】
■土地区画整理事業
　　・施行者：浜松市、　施行面積：2.3ｈａ、　施行期間：H26～H30、　事業費：19.7億円、　減歩率：20.69％
　　・主な公共施設： 都市計画道路　高塚駅北通り線　幅員W＝16m　延長L＝約198m
　　　　　　　　　　　　　北口駅前広場面積Ａ＝約3700㎡ 、区画道路　幅員＝5～11m　延長＝約605m
■街路事業
　　・施行期間：H26～H30、　事業費：6億円
　　・都市計画道路　高塚駅北通り線　幅員W＝16～17m　延長L＝約250m

指標の達成度

計画通り

小項目

■土地区画整理事業
　○事業進捗率（事業費ベース）　62.2％
　○仮換地指定率　100％　：　平成28年3月15日
　○使用収益開始率　0％
　○建物移転率　86.6％　（13戸／15戸）
　○公共施設整備率（事業費ベース）　48.9％
■街路事業
　○事業進捗率（事業費ベース）　48.8％
　○用地買収　：　6件　234.31㎡　（道路用地2,509.71㎡の内、45.5％買収）

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 07 年 月 日

◇事業工程表（No.：重点戦略項目No）

建物等移転補償
交通結節施設工事

交通結節施設工事
H29 

高塚駅北公共団体区画整理事業補助シート

85

用地買収
仮換地の指定
建物等移転補償

建物等移転補償
H27 H28

29 7
（責任者）

市街地整備課
（作成日）

平成29年度 （管理番号）

No. H30

002120000

（事業名）

（担当課）
1前田　英和 平成



03 03 04 01 08 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

H31H28年度

60

H28年度

実績値

H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値 35

H27
目標値

H36H29

60 90
H28

立地適正化計画の進捗率（％）
年度 H27
目標値 35

H29
Ⅲ-4(1)ア

100
H30 H31 H36

100

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値 82 87

H31

重点戦略項目No
施行中の組合土地区画整理事業進捗率（％）

H36
目標値 81 83 90
年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 2.9

H28 H29 H30
-

非常勤 0.1

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 20,580 19,880

再任用(h31)

18,900

0.1

2.72.8

人件費(報酬等) (千円)

42,711
その他
市債

一般会計繰入金
一般財源 10,600

976,012

41,390

事業費(千円) 予算 424,000 1,045,112
決算
国・県支出 234,000

H27 H28 H29

197,400 409,700 147,000
191,610523,601

442,000

市街地整備課 前田　英和 平成 29

380,000

都市計画法、土地区画整理法、土地
区画整理組合に対する助成方針 ○ － －

　健全な市街地の発展及び改善を図ることを目的に、地権者が共同にて行う組合施行による土地区画整理事業
に対し、公共施設整備に係る事業費の一部を助成要綱に基づき補助するもの。

土地区画整理事業国庫補助金（基本事業費）　：　施行地区内の都市計画道路を用地買収方式により整備される
こととして積算した事業費の額を限度額として補助するもの。
市補助金　：　土地区画整理事業は、公共施設の整備、健全な市街地の造成により公共の福祉の増進に資する
ことを目的とすることから、一定の範囲内で土地区画整理組合に対して助成を行うもの。
　「浜松市組合等土地区画整理事業費補助金交付要綱」により交付を行う。

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H7 - 一般会計

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 組合等区画整理支援事業

（作成日）
002120000

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工現状

　事業完了に向けて予算を確保し、効率的に事業を促進する。

現状

　引き続き補助金を助成し、組合施行地区内の公共施設整備や家屋等の移転を促進し、良質な宅地の供給を図る。

事業費

大項目 現状

大項目 現状 小項目 現状 人工

現状

29 7 1前田　英和

事業費

土地区画整理事業国庫補助金（基本事業費）　：　施行地区内の都市計画道路を用地買収方式により整備される
こととして積算した事業費の額を限度額として補助するもの。
市補助金　：　土地区画整理事業は、公共施設の整備、健全な市街地の造成により公共の福祉の増進に資する
ことを目的とすることから、一定の範囲内で土地区画整理組合に対して助成を行うもの。
　「浜松市組合等土地区画整理事業費補助金交付要綱」により交付を行う。

指標の達成度

計画通り

小項目

　補助金を助成したことにより、組合施行区域内の公共施設整備や家屋等の移転が促進された。

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 09 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

H31H28年度

H28年度

実績値

H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値

H27
目標値

H36H29

H28年度 H27
目標値

H29 H30 H31 H36

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値

H31

重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 0.1

H28 H29 H30

非常勤

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 700 700

再任用(h31)

700
0.10.1

人件費(報酬等) (千円)

20,176
その他
市債

一般会計繰入金
一般財源 19,249

20,176

20,176

事業費(千円) 予算 19,250 20,176
決算
国・県支出

H27 H28 H29

19,249

市街地整備課 前田　英和 平成 29

20,176

－ － －

　浜松市水道事業及び下水道事業管理者と協定を締結し、水道施設工事負担金を負担する。

 ○ 浜北新都市水道施設工事負担金
　「浜北新都市開発整備事業に係る上水道事業の負担に関する覚書（平成15年10月27日締結）」に基づき、浜松
市水道事業及び下水道事業管理者と「浜北新都市開発整備事業に係る上水道事業の負担に関する協定書」に
よる協定を締結し、浜北新都市水道施設工事負担金を負担する。
　平成22年度工事分までを対象とし、償還完了は平成52年度とする。

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H15 H52 一般会計

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 区画整理地区内水道整備事業負担金

（作成日）
002120000

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工現状

　「浜北新都市開発整備事業に係る上水道事業の負担に関する覚書（平成15年10月27日締結）」に基づき、浜松市
水道事業及び下水道事業管理者と「浜北新都市開発整備事業に係る上水道事業の負担に関する協定書」による協

定を締結し、浜北新都市水道施設工事負担金を平成52年度まで計画どおり支出する。

現状

　浜松市水道事業及び下水道事業管理者と「浜北新都市開発整備事業に係る上水道事業の負担に関する協定
書」による協定を締結し、浜北新都市水道施設工事負担金（平成28年度分）を計画どおり支出した。

事業費

大項目 現状

大項目 現状 小項目 現状 人工

現状

29 7 1前田　英和

事業費

 ○ 浜北新都市水道施設工事負担金
　「浜北新都市開発整備事業に係る上水道事業の負担に関する覚書（平成15年10月27日締結）」に基づき、浜松
市水道事業及び下水道事業管理者と「浜北新都市開発整備事業に係る上水道事業の負担に関する協定書」に
よる協定を締結し、浜北新都市水道施設工事負担金を負担する。
　平成22年度工事分までを対象とし、償還完了は平成52年度とする。

指標の達成度

小項目

　浜松市水道事業及び下水道事業管理者と「浜北新都市開発整備事業に係る上水道事業の負担に関する協定
書」による協定を締結し、浜北新都市水道施設工事負担金（平成28年度分）を計画どおり支出した。

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 10 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

H31H28年度

H28年度

実績値

H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値

H27
目標値

H36H29

H28年度 H27
目標値

H29 H30 H31 H36

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値

H31

重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 0.3

H28 H29 H30

非常勤

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 2,100 2,100

再任用(h31)

2,800
0.40.3

人件費(報酬等) (千円)

10,703
その他
市債

一般会計繰入金
一般財源 3,039

10,703

21,132

事業費(千円) 予算 4,414 10,716
決算
国・県支出

H27 H28 H29

3,039

市街地整備課 前田　英和 平成 29

21,132

都市計画法、土地区画整理
法

－ － －

　土地区画整理事業等に必要となる行政手続きや各種調査を実施し、円滑な事業の推進を図る。

　土地区画整理事業等の計画段階における各種調査、研究等の実施

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H15 － 一般会計

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 土地区画整理等調査事業

（作成日）
002120000

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工現状

　浜北中央北地区（道本・小林地区）の、都市計画決定および土地区画整理事業に必要な資料の作成を実施し
ていく。
　また、第２期高塚駅北区画整理事業、駅前街区建物更新についても調査を進めていく。

現状

　地元研究会から発展した浜北中央北土地区画整理組合設立準備委員会からの技術的援助申請を受け、技術
的援助を決定した。

事業費

大項目 現状

大項目 現状 小項目 現状 人工

現状

29 7 1前田　英和

事業費

　土地区画整理事業の計画段階における各種調査、研究等の実施

指標の達成度

小項目

　平成28年度に市は、浜北中央北土地区画整理組合設立準備委員会への技術的援助を決定したため、都市計
画決定事前協議資料として、農業・治水・都市計画道路の協議資料作成および自然環境事前調査の業務委託を
実施した。

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 11 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

H31H28年度

H28年度

実績値

H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値

H27
目標値

H36H29

H28年度 H27
目標値

H29 H30 H31 H36

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値

H31

重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 0.2

H28 H29 H30

非常勤

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 1,400 1,400

再任用(h31)

1,400
0.20.2

人件費(報酬等) (千円)

512
その他
市債

一般会計繰入金
一般財源 589

512

768

事業費(千円) 予算 886 809
決算
国・県支出

H27 H28 H29

589

市街地整備課 前田　英和 平成 29

768

浜松市都市計画事業の施行に伴う代替地
取得資金等償還利子補助金交付要綱 － － －

　都市計画事業（土地区画整理事業）の施行に伴う代替地取得資金等償還利子補助金交付要綱に基づき、貸付
資金のあっ旋及び貸付に伴う利子補助を貸付金融機関に対して行い、事業の進捗を図る。

　土地区画整理事業の施行に伴う代替地取得資金等償還利子補助金交付要綱に基づき、貸付資金のあっ旋及
び貸付に伴う利子補助を貸付金融機関に対して行うもの。

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H12 一般会計 自治事務（その他）

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 移転者助成事業（補助金）

（作成日）
002120000

（管理番号）
7 1

（責任者）



03 03 04 01 年 月 日

◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工現状

　引き続き、対象者に対し補助金を交付することにより、土地区画整理事業の進捗を図る。

現状事業費

大項目 現状

大項目 現状 小項目 現状 人工

現状

29 7 1前田　英和

事業費

　土地区画整理事業の施行に伴う代替地取得資金等償還利子補助金交付要綱に基づき、貸付資金のあっ旋及
び貸付に伴う利子補助を貸付金融機関に対して行うもの。

指標の達成度

小項目

　浜松信用金庫、静岡銀行、とぴあ浜松農協、静岡県労働金庫に対し補助金を交付することにより、土地区画整
理事業の進捗が図られた。

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課



03 03 04 01 12 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

総合戦略施策体系 重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位）

H30H29 H36H27
目標値

実績値

H31H28年度

H28年度

実績値

H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
実績値

H27
目標値

H36H29

H28年度 H27
目標値

H29 H30 H31 H36

重点戦略項目No主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値

H31

重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

人工

正規 11.2

H28 H29 H30

非常勤 0.8

総合戦略施策体系

再任用(h26)

人件費　(千円) 84,240 77,240

再任用(h31) 1.0 1.0

70,800

0.8 1.0

9.210.2
1.0

人件費(報酬等) (千円)

8,329
その他 50 40
市債

55

一般会計繰入金
一般財源 9,783

8,369

11,177

事業費(千円) 予算 14,063 13,707
決算
国・県支出

H27 H28 H29

9,833

市街地整備課 前田　英和 平成 29

11,232

－ － －

　市街地整備課の事業（土地区画整理・再開発事業等）に係る、関係機関・団体等との連絡・調整及び情報収集
などを実施し、事業の進捗を図る。また、所管市有地の管理、仮換地指定等に伴い使用できない土地の損失補
償を行う。

　最低限必要な一般諸経費の執行により、市街地整備課の事業（土地区画整理・再開発事業等）を円滑に推進
する。
　国・県・他市町村、関係機関、関係団体等との連絡・調整及び情報収集を実施し、交付金確保及び適切な事業
を執行し、事業の進捗を図る。
　市街地整備課所管の市有地の除草等管理をする。
　仮換地の指定等に伴い、従前地及び仮換地共に一部または全部が使用できない場合の土地の損失補償をす
る。

開始年度 終了予定
総合
戦略

主要
事業

平成29年度

重点
戦略

H10 一般会計 自治事務（その他）

（担当課）

会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 市街地整備運営経費

（作成日）
002120000

（管理番号）
7 1

（責任者）
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◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工現状

現状事業費

大項目 現状

大項目 現状 小項目 現状 人工

現状

29 7 1前田　英和

事業費

　最低限必要な一般諸経費の執行により、市街地整備課の事業（土地区画整理・再開発事業等）を円滑に推進
する。
　国・県・他市町村、関係機関、関係団体等との連絡・調整及び情報収集を実施し、交付金確保及び適切な事業
を執行し、事業の進捗を図る。
　市街地整備課所管の市有地の除草等管理をする。
　仮換地の指定等に伴い、従前地及び仮換地共に一部または全部が使用できない場合の土地の損失補償をす
る。

指標の達成度

小項目

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）
平成

（作成日）
002120000 市街地整備課


